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歯髄炎に権患した根未完成歯で
歯根の完成を得た1 症例
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I はじめに

根未完成歯が歯髄炎に, 雁患した場合, 従来法では

抜髄や断髄などの歯髄除去治療の適応となり，根尖
孔の狭窄を得ることは可能だが歯根を完成に導くこ

とは困難である．一方，3 M i x - M P法のS a v e P u l p療
法は，歯髄除去治療の対象とされる症例でも9 0 ％
以上の確率で歯髄を保存することができる' ) ．今回
筆者は，歯髄炎に陥った永久歯の根未完成歯に遭遇
した．そしてS a v e P u l p 療法で歯髄を生かし，その
結果歯根を完成することができたので，若干の考察
を加え症例を供覧する．

|症例 |I
患者：1 0 歳，男児．

主訴：』がときどき痛む．
現症：当の冷水痛（＋) ，自発痛（ときどき) ．
遠心歯頚部付近に深いう蝕がみられる．
X 線写真所見：う蝕は歯髄に達している．歯根は未
完成で短く，根尖孔は開いている（図1 ）．

診断：自発痛のある慢性演甥‘性歯髄炎．
処置：
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1 9 9 8年7月2 2 1 J；』S a v e P u l p嫌法, C Rインレー
（直接法）Se t・

' 9 9 9 年9 月1 8 日；C R インレーが脱離し, 自発痛

のため来院. S a v e P u l p 療法を行
つ．

1 9 9 9 年9 月2 4 1 1 ；歯冠形成，印象採得, 岐合採得．
1 9 9 9 年9 月2 9 1 1 ；鋳造冠S e t ．

|結果と考察 |I
従来法なら歯髄除去治療の対象となる症例に対し‘
歯髄に触れることなしに歯髄保存療法を施し，根尖
の完成を図る治療（A p e x o g e n e s i s ）を行った．
処侭後1 年2 カ月でC R インレーが脱雛して来院
した際にX 線写真を撮って予後観察をしたところ，

歯根は通常の長さに成長し，根尖孔も狭窄していた
( 図2 ) ．患者はカリエスアクテイビテイが高く，歯
が萌出するとすぐカリエスになってしまう傾向にあ
り，C R インレーと歯而の境界付近より二次カリエス
が発生してC R インレーが脱落したように思われる．

幸い，歯根はほとんど完成しており，A p e x o g e n e s i s
の成功と判断できる．

従来法におけるA p e x o g e n e s i s は，歯髄充血から
噸純‘性歯髄炎までが適応症で，さらに断髄という
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S a v e P u l p 療法は，根未完成歯の歯髄炎において
A p e x o g e n e s i s をより高い確率で得られる可能性の
ある有効な治療法と考えられる．今後，症例を鯉ね
て臨床成絞を出していきたい．
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歯髄除去処憧を必要とする場合がある．しかし本

症例では，n 発痛のある潰傷‘性歯髄炎という重篤
な歯髄炎であるにもかかわらず，断髄という歯髄に
大きな損傷を与える処置なしに，S a v e P u l p 療法で
Apexogenesisを成功させた．
根未完成の状態で歯髄を失うと，まだ歯根が短い
ために早期に歯を喪失する危険があり，根尖がラッ
パ状に開いているので，根管治擁の成功率が低いこ
とも知られている．したがって，根未完成歯では歯
根の完成まで導くことが患歯の保存に直結すると考
えられる．

今回は1 症例での成功なので普逓的なことは言
えないが，従来法による断髄の成功率が6 0 ％程度
である点，歯髄に外傷を与えることなく治療する
ほうが回復しやすい点を考えると，3 M i x - M P 法の

歯根は未完成

う蝕は歯髄に達 している

図1 初診時デンタルX 線が典（1 9 9 8 . 7 . 2 2 ) ‘
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図2 1 年2 カ月後のデンタルX 線写真（1 9 9 9 . 9 . 1 8 ) ．
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季 歯根はほぼ完成している－
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